戰果に應へてかく誓ふ

高邁な理想に生く　　新東亞の文藝復興へ
大東亞 (あ)文学者大會會議四日の第一日のお晝 (ひる)休み、相應しく大東亞 (あ)會館 (くわん)四階 (かい)の控室 (しつ)では、集ひ會した日、滿、華 (くわ)の文人墨 (ぼっ)客約 (やく)三百名が文筆 (ぴつ)報 (ほう)國の気概 (がい)に充ちた雰囲 (い)気の中で談 (だん)笑してゐた。その一隅 (ぐう)に屯した五人――錢稻孫氏（中國）久米正雄氏、古丁氏（滿）呉瑛女史 (し)（滿）李 (り)光洙氏（半島）
　　　　　　　　　　　　　　　　　◇
『古丁さんのいはれるやうにわれわれ朝鮮 (せん)の文人も是 (ぜ)非從軍 (ぐん)しなければならないと思つてゐます』といつてゐるのは李 (り)光洙氏、香山春園 (えん)といふ筆 (ひつ)名をもつてゐる人
『今度の戰 (せん)爭は史 (し)上にない最も高い理 (り)想 (そう)のための戰 (せん)爭だ、先ごろの南太平洋 (よう)海戰 (せん)の大戰 (せん)果 (くわ)にしても、この理 (り)想 (そう)を余すところなく発揮 (き)したものだと思 (おも)ふ、その高邁 (まい)な精 (せい)神に追従しうるだけの文學をわれわれはもたなければならないのだ、戰 (せん)爭に従軍 (ぐん)してその崇 (すう)高な精 (せい)神を把握 (あく)することにより、はじめて眞 (しん)に大東亞 (あ)精 (せい)神を実感 (かん)した作品も生まれるのだと思ふ』
『さうなんだ、前線 (せん)に行けない僕 (ぼく)らには建設 (せつ)的 (てき)な銃 (じう)後の生活を描くにも何か不安心だ』
『従軍 (ぐん)すれば自信をもつて強い良いテーマが描けると思ふ、それには北辺の護りを主題としたものが滿洲 (しう)國には一番相應しいのだからこの方面へ僕 (ぼく)らを派 (は)遣 (けん)してくれゝば有難 (がた)いが』
うむうむと北京 (ぺきん)大學の校長錢稻孫氏がうなづき久米氏が溢 (あふ)れるばかりの古丁氏の若い情 (ぜう)熱をたのもしげに見やる。
『さうすれば』と古丁氏が、國籍 (せき)はちがつても心に結 (むす)ばれた二人の大先輩 (ぱい)の前でちよつと恥 (はづ)かしさうに
『滿洲 (しう)國民に自分らこそ北の護りとなるのだといふ意 (い)識 (しき)を強く植ゑつけることも出來るのです』
默 (だま)つて聞いていた呉瑛さんが面映ゆさうな低めの滿洲 (しう)語でこの古丁氏に何かいつた。
『呉瑛さんは日本語が巧く話せないのです。僕が通譯します…從來の滿洲 (しう)國女性 (せい)は必ずしもよく働 (はたら)くとはいへませんでした――けれども大東亞 (あ)戰 (せん)爭を契 (けい)機 (き)として……滿洲 (しう)の女性 (せい)の生活 (くわつ)はすっかり違 (ちが)つて參りました……それには戰 (せん)爭に對 (たい)する日本婦 (ふ)人の立派 (ぱ)な態 (たい)度が影響 (えいけう)してゐるのです……このいゝ傾 (けい)向を益 (ます)々助長して……啓 (けい)蒙 (もう)期 (き)にある滿洲 (しう)の女性 (せい)生活 (くわつ)を昂めて……國家意 (い)識 (しき)にまで引き上げねばなりません……さういふ私達滿洲 (しう)の女流作家にとつては……大戰 (せん)果 (くわ)の基礎となつてゐる日本女性 (せい)の婦 (ふ)徳 (とく)が……どんなものであるか知ることが一番手近な……そしてまた確 (かく)実な方法となります』
ぢつとしてゐた錢稻孫氏が重い口を開く
『この戰 (せん)爭目的 (てき)は東洋 (よう)の道義精神を西洋 (よう)にまで及ぼさうとすることにあると思ひます。日本も滿洲 (しう)も中国も文化 (くわ)を通じてこの戰 (せん)爭を戰 (たゝか)ふわれわれが、かうして集 (あつ)まり合ひ、みがき合つて更 (さら)に前進しようといふ試 (こゝろ)みには、誠に意 (い)義深 (ふか)いものがあります』
　　　　　　　　　　　◇
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